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２ 月臨時会 ・３ 月定例会

Topics
Pick UP

令和６年度
予算を可決

Great
池田小



３
月
定
例
会

歳 出

議会費 6,906万円 0.9%

総務費
23億5,114万円
30.57%

民生費
16億6,300万円
21.62%

衛生費 4億737万円 5.3%

農林水産業費 6億3,992万円 8.32%

土木費 4億3,666万円 5.68%

消防費 2億1,961万円 2.86%

災害復旧費 3,352万円 0.44%
公債費

9億1,001万円
11.83%

予備費
1,000万円
0.13%

教育費 7億1,122万円 9.25%

議会の活動運営に要する費用

人件費，選挙，
交通安全など
さまざまなこと
に要する費用

高齢者，障害者福祉，
子育て支援等に要する
費用

各種予防接種，母子保健，環境衛生等に
要する費用

農業，林業，水産業等の振興
及び支援等に要する費用

商工業，観光等に要する費用

道路，橋梁，河川，町営住宅等の
維持改良などに要する費用

消防，防災等に要する費用

小中学校，給食センター，社会体育施設
等の維持運営に要する費用

町債（借金）の元金及び利子返済に要する費用

商工費 2億4,038万円 3.13%

歳 入

自主財源
15億3,658万円

19.98%

依存財源
61億5,531万円

80.02%

町税
6億1,652万円

8.02%

分担金及び負担金
使用料及び手数料
1億959万円 1.42%
寄附金 2億1万円 2.6%
繰入金

6.8%5億2,337万円

その他
1.13%8,709万円

地方交付税等
34億9,984万円

45.5%

国庫支出金
4億8,201万円

6.27%

県支出金
5億616万円

6.58%

町債
16億6,730万円

21.68%
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一般会計歳入・歳出予算内訳

～子や孫へ、希望あふれる未来 を創りつなぐ～～子や孫へ、希望あふれる未来 を創りつなぐ～ 錦江町20周年錦江町20周年
令和 6 年度　各会計の当初予算額

会 計 名 令和６年度 令和５年度 増減額 増減率
一 般 会 計 76 億 9,188 万円 66 億 3,540 万円 10 億 5,648 万円 15.92%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 13 億 3,647 万 3 千円 14 億 244 万 2 千円 △ 6,596 万円 △ 4.70%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 5,100 万 6 千円 1 億 4,424 万 6 千円 676 万円 4.69%

介護保険事業 保 険 事 業 勘 定 12 億 4,125 万 3 千円 12 億 8,683 万 4 千円 △ 4,558 万円 △ 3.54%
サービス事業勘定 768 万 7 千円 598 万円 170 万円 28.55%

水 道 事 業 1 億 9,599 万 7 千円 ─── ─── ───
農 業 集 落 排 水 事 業 9,944 万円 ─── ─── ───
合 計 104 億 2,829 万 9 千円 94 億 7,490 万 2 千円 9 億 5,339 万円 10.06%

※ 水道事業、農業集落排水事業は令和６年度から公営企業会計となったため、前年度との比較ができません。

令和６年度の新事業を紹介！※ 一部の掲載となっています。

【総務課　町制施行 20 周年記念事業　650 千円】
錦江町となり 20周年を迎えるため、記念行事を実施する

【建設課　宿利原２号線　9,500 千円】
宿利原自治会内の町道に側溝の敷設を伴う改良工事

【総務課　自治体システム標準化事業　17,584 千円】
国の方針に基づき、役場内の情報系システム標準化をする事業

【政策企画課　中学生 SDGs 断熱ワークショップ事業　1,532 千円】
2030 年脱炭素ドミノ達成と未来の里山づくりの意義を学ぶ観点から、中学生に環境施策への関心を高めてもらうための事業

【介護福祉課　就学前教育・保育施設整備事業　15,000 千円】
田代こども園の改修工事を行う事業

【産業建設課　活動火山周辺地域防災対策事業　19,487 千円】
組織茶管理組合へ茶園用の土壌反転用機械の導入補助を行う事業

【観光交流課　花瀬バンガロー連絡橋改修事業　38,198 千円】
昨年度の豪雨のため壊れた連絡橋を修復する事業

※ �自主財源が乏しく、地方交付税等の
依存財源に大きく依存している状況
にあります。

令和６年度の町税内訳
1　町民税 1億 9,342 万円
2　固定資産税 3億 3,507 万円
3　軽自動車税 3,430 万円
4　市町村たばこ税 5,373 万円

計 6億 1,652 万円
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起債残高と町民一人あたりの起債額の推移
起債残高 町民一人当たりの起債 起債残高︓百万円町民１人当︓千円

→ 予定決定 ←
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一般会計当初予算額と起債額の推移
起債額 当初予算額

起債額︓百万円 予算額︓百万円

17億250万円 76億9,188万円
16億6,730万円

可決
　令和６年度各会計当初予算が、予算審査特別委員会に付託され現地調
査を含め、2 月 27 日から 3 月 4 日までのうち 5 日間に亘って審査を行
い全７会計を原案可決しました。

一般会計予算 76 億 9 千万円ほか
６会計当初予算を

※ �令和２年度から起債残高は順調に減少していますが、人口減少
の影響で町民一人当たりの起債額はなかなか減少しません。

※ �令和６年度当初予算は、過去最高額の予算額となっています。
予算額の大きい年度は、起債額も大きい特徴が見て取れます。
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２
月
臨
時
会
・
３
月
定
例
会

錦
江
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
日
額
報

酬
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

改
正
前　
５
，
２
０
０
円

　

改
正
後　
６
，
０
０
０
円

錦
江
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者
支

援
均
等
課
税
額
の
限
度
額
等
を
改
正
し

ま
し
た
。

　

改
正
前　
22
万
円

　

改
正
後　
24
万
円

錦
江
町
重
度
心
身
障
害
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
申
請
方
法
と
助
成
対
象
者
が
変
更
さ

れ
る
た
め
、
条
例
を
整
理
し
ま
し
た
。

錦
江
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た

　

本
籍
地
以
外
に
お
け
る
戸
籍
謄
本
等

の
発
行
や
戸
籍
電
子
証
明
書
等
の
発
行

を
行
う
た
め
の
改
正
で
す
。
手
数
料
は

次
の
表
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
電※

子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
の
発
行
は
令
和
７
年
３
月
末
か
ら
開

始
す
る
予
定
で
す
。

錦
江
町
田
代
鶏
糞
炭
化
処
理
施
設
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

施
設
を
処
分
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

 

処
分
す
る
財
産 

　

�

錦
江
町
田
代
鶏
糞
炭
化
処
理
施
設
用

地
及
び
建
物
、
鶏
糞
処
理
機
械
等

 

売
却
価
格 １

，
０
８
７
万
８
，
５
４
７
円

 

契
約
の
相
手
方 

　

�

鹿
児
島
く
み
あ
い
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式

会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

城
元　

清
巳

錦
江
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た

　

令
和
７
年
４
月
１
日
に
再
編
統
合
校

と
す
る
小
学
校
の
校
名
を
確
定
し
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の

19
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
11
件
、
条
例
制
定
１
件
、
補
正
予
算

７
件
、
当
初
予
算
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定例会３月

令
和
５
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
12
号
）
を
原
案
可
決
し
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金

３
，
５
５
１
万
円

【
歳
出
】

・�

物
価
高
騰
対
応
低
所
得
世
帯
重
点
支

援
給
付
金
（
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
）

２
，
６
０
０
万
円

・�

物
価
高
騰
対
応
低
所
得
世
帯
重
点
支

援
給
付
金
（
こ
ど
も
加
算
）９

０
０
万
円

　

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対

し
て
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
の
支
給
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
に
お
い
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
下

の
児
童
に
対
し
て
１
人
あ
た
り
５
万
円
の

給
付
を
行
う
。

　
令
和
６
年
第
１
回
臨
時

会
が
、
２
月
５
日
に
行
わ

れ
補
正
予
算
１
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

臨時会2月月補
正
予
算

補
正
予
算

条
例
条
例

※�

自
分
の
戸
籍
の
電
子
記
録
事
項
の
証
明
情
報(

戸
籍

電
子
証
明
書)

を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
数
字
16

ケ
タ
の
コ
ー
ド
。

　

�　
こ
の
識
別
符
号
の
提
出
に
よ
り
、
申
請
の
際
に
必

要
な
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

・�戸籍謄本（抄本）証明手数料
・�磁気ディスク記録事項証明手

数料（本籍地以外の戸籍謄本
等の交付を含む）

１通につき
450 円

戸籍電子証明書提供用識別符
号の発行

1 件につき
400 円

・�除籍謄本（抄本）証明手数料
・�磁気ディスク記録事項証明手

数料（本籍地以外の戸籍謄本
等の交付を含む）

１通につき
750 円

除籍電子証明書提供用識別符
号の発行

1 件につき
700 円

錦江町立
　大根占小学校
　池田小学校
　宿利原小学校

錦江町立
　田代小学校
　大原小学校

錦江町立　
大根占小学校

錦江町立
田代小学校

令和７年４月開校予定の小学校名
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３
月
定
例
会

錦
江
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た

　

介
護
保
険
料
の
標
準
段
階
が
９
段
階

か
ら
13
段
階
に
な
り
、
低
所
得
者
の
保

険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

錦
江
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
を
整
理
し
ま
し
た
。

錦
江
町
空
家
対
策
協
議
会
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た

　

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
項
ず
れ

を
整
理
し
ま
し
た
。

錦
江
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
を
整
理
し
ま
し
た
。

錦
江
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た

　

法
律
の
一
部
変
更
に
伴
い
、
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
規
定
を
整
理
し
ま
し
た
。

錦
江
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た

　

職
員
の
失
職
に
関
す
る
例
外
規
定
を

設
け
ま
し
た
。

副
町
長
の
選
任
に
お
い
て
引
き
続
き
有
村

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

　

任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日
で
す
。

鹿
屋
市
と
締
結
し
た
大
隅
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た

　
中
心
市
と
近
隣
市
町
村
が
相
互
に
連

携
・
協
力
し
て
必
要
な
生
活
機
能
等
を

確
保
す
る
た
め
の
協
定
で
す
。

　
主
な
変
更
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

•�

大
隅
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
係
る
取
組

内
容
の
文
言
修
正

•�

魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
創
出
に
係
る

取
組
の
追
加

•�

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
運
用
に
係
る
取
組
内
容
の
追
加

•�

児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

支
援
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の

追
加

•�

圏
域
内
市
町
の
職
員
等
の
交
流
の
取

組
に
係
る
文
言
修
正

「
錦
江
湾
横
断
道
路
」
の
早
期
事
業
化
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出

　

令
和
３
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
「
か
ご
し

ま
新
広
域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
か

ご
し
ま
新
広
域
道
路
交
通
計
画
」に
お
い
て
、

構
想
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
錦
江
湾

横
断
道
路
」
は
、
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島

を
結
び
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
や
生
活
圏

域
の
拡
大
、観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
な
ど
、

大
隅
半
島
は
も
と
よ
り
、
九
州
南
部
地
域

の
産
業
・
経
済
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
傾
向

に
あ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
救
急
医
療

体
制
の
確
保
な
ど
、
防
災
・
医
療
の
観
点
か

ら
も
必
要
不
可
欠
な
道
路
で
あ
る
。

　

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
お
い
て
も
、
大
隅
半
島
に
広
範
な
交

通
遮
断
や
孤
立
が
発
生
す
る
こ
と
が
大
い
に

想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
発
生
し
得
る

桜
島
の
大
噴
火
は
も
と
よ
り
、
懸
念
さ
れ
る

地
震
等
の
災
害
に
備
え
、「
か
ご
し
ま
新
広

域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
か
ご
し
ま

新
広
域
道
路
交
通
計
画
」
に
お
け
る
、「
錦

江
湾
横
断
道
路
」
を
構
想
路
線
か
ら
「
実

施
路
線
」
化
、
併
せ
て
早
期
事
業
化
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

同
意
同
意

そ
の
他

そ
の
他

発
議
発
議

有村　智明　氏
（京町自治会）

第９期（令和６年度～令和８年度）
段階 対象者 年額

1

生活保護被保険者

21,540 円世帯全員が
住民税非課税

老年福祉年金受給者
前年の合計所得額＋
課税年金収入額が
80万円以下

2
世帯全員が住民税非課税で
前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80万円～ 120万円

36,660 円

3
世帯全員が住民税非課税で
前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 120万円以上

51,780 円

原
案
可
決
し
、
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
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内
容

１�

．
教
育
機
会
確
保
法
制
定
に
際
し
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
と
参

議
院
文
教
科
学
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
し
た
内
容
で
あ
る

「
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
学
校

以
外
の
場
に
お
い
て
行
う
多
様
な
学
習
活
動
に
対
し
て
は
、
そ
の

負
担
の
軽
減
の
た
め
の
経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
を

進
め
る
こ
と

２�

．
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
の
設
立
及
び
運
営
補
助

金
等
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
講
じ
る
こ
と

　
　
採
択
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を

　
　
提
出

理
由

　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、

特
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
第
３
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
積
極
的
に
推
奨

し
て
い
く
た
め
に
は
、
受
け
皿
も
必
要
で
あ
り
、
社
会
性
と
い
う
の
は

人
と
人
の
交
わ
り
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通

う
の
も
理
想
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
趣
旨
・
内

容
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

あなたの陳情を審査

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な
学
習
機
会
の

確
保
の
た
め
の
経
済
的
支
援
を
求
め
る
陳
情
書
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一般会計、特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。
※（　）内は予算総額です。

肝属郡医師会立病院再整備基金
３億2,082万４千円などを可決

● 一般会計（第 13 号）
荒茶加工場整備積立基金

124 万 9 千円（128 万 4 千円）
錦江町荒茶加工施設利用料益金積立金の
増額

道路新設改良費（中鳥井線）
336 万 3 千円（8,357 万 3 千円）

処分費、取付道路、区画線等の増加によ
る工事請負費の増額

支所農業用施設災害復旧費
595 万 4 千円（1 億 1,303 万 8 千円）
台風６号災害積算業務委託	 676 万 4 千円
台風６号災害重機借上料	 △ 912 万円
台風６号災害工事請負費	 831 万円

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

猫の不妊去勢手術助成事業
24 万円（168 万円）

猫の不妊去勢手術を実施する個人・団体
に対する補助金の増額

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

本所有害鳥獣捕獲事業（イノシシ・タヌキ・カラス）

144 万円（773 万 8 千円）
今後執行見込による増額

障害者自立支援給付事業
46 万 8 千円（2 億 7,233 万 3 千円）

障がい者の社会的自立に資する各種サー
ビス給付の事業実績により返還が生じた
ための増額

子育て支援センター事業
54 万円（2,141 万 7 千円）

子ども・子育て支援法の標準額改定によ
る増額

● 簡易水道事業（第 5 号）
簡易水道維持費

△ 228 万円（3,359 万 5 千円）
修繕費の今後執行見込等による減額

● 介護保険事業（保険事業勘定）（第 4 号）
居宅介護サービス給付費
△ 2,526 万 5 千円（2 億 7,869 万円）

施設介護サービス給付費
△ 2,470 万 4 千円（5 億 8,915 万 2 千円）

今後執行見込による減額

後期高齢者医療広域連合給付金
△ 648 万 6 千円（1 億 3,128 万 2 千円）

保険基盤安定負担金の減額

● 後期高齢者医療事業（第 2 号）

肝属郡医師会立病院再整備基金
3 億 2,082 万 4 千円（3 億 2,110 万 3 千円）

肝属郡医師会立病院事業に係る基金積立
の増額

● 農業集落排水事業（第 3 号）
農業集落排水事業管理事業

△ 4 万 5 千円（2,491 万 3 千円）
発電機管理委託料の減額

● 国民健康保険事業（第 5 号）
一般被保険者療養給付費
△ 5,593 万 8 千円（9 億 443 万 4 千円）

一般被保険者に係る療養給付費の減額
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※賛否の表示は、○：賛成、×：反対、欠：欠席となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の○○については、省略しています。

　令和６年 第１回臨時会

案件番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

議案第１号 令和５年度錦江町一般会計補正予算（第12号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

　令和６年 第１回定例会（３月議会）

案件番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

議案第 ２ 号 令和５年度錦江町一般会計補正予算（第 13 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ３ 号 令和５年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ４ 号 令和５年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ５ 号 令和５年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ６ 号 令和５年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ７ 号 令和５年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ８ 号 令和５年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ９ 号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第10号 錦江町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第11号 錦江町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第12号 錦江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第13号 錦江町ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第14号 錦江町空家等対策協議会条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第15号 錦江町手数料条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第16号 錦江町田代鶏糞炭化処理施設条例を廃止する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第17号 財産の処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議第１号「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳情第 ９ 号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援を
求める陳情書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発委第 １ 号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制
度の確立を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第25号 錦江町立学校設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第26号 錦江町介護保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第27号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第28号 錦江町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第29号 鹿屋市との間において締結した大隅定住自立圏形成協定の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意第 １ 号 副町長の選任 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第18号 令和６年度錦江町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第19号 令和６年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第20号 令和６年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第21号 令和６年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第22号 令和６年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第23号 令和６年度錦江町水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第24号 令和６年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案に対する各議員の賛否状況
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池
い け だ

田 行
ゆ き の り

德 議員　10 ページ
◇町内イベント
◇不快害虫

久
く ぼ

保 勇
ゆ う た

太 議員　14 ページ
◇病院再整備

川
か わ ご え

越 裕
ゆ う こ

子 議員　13 ページ
◇高齢者対策

久
ひ さ も と

本  晃
あきら

  議員　16 ページ
◇病院再整備

落
お と し

司 道
み ち こ

子 議員　11 ページ
◇高齢者対策

浪
な み せ

瀨 亮
りょうすけ

祐 議員　12 ページ
◇公営住宅
◇高校跡地

染
そ め か わ

川 金
か ね は る

治 議員　15 ページ
◇水道事業
◇病院再整備

小
こ よ し

吉 昭
あ き ひ ろ

弘 議員　17 ページ
◇新年度予算

Q A&行政のここが聞きたい

二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。

一般質問 ３月定例会では、８名の議員より一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。　　※通告順に掲載しています。
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Q 

サ
ン
ド
ー
ム
を
中
心
に
開
催
さ

れ
て
い
る
「
い
き
い
き
秋
ま
つ
り
」

を
役
場
周
辺
で
開
催
す
れ
ば
、
来

場
者
も
増
え
る
の
で
は
と
い
う
声

を
聞
く
。

　
高
齢
者
や
車
の
な
い
方
の
た
め

に
以
前
の
よ
う
に
役
場
周
辺
で
開

催
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

敷
地
が
広
く
、
密
に
な

ら
な
い
レ
イ
ア
ウ
ト
が
可
能
な
こ

と
や
雨
天
時
で
も
開
催
で
き
、
テ

ン
ト
を
張
る
必
要
が
な
い
た
め
、

会
場
設
営
が
容
易
で
経
費
も
低

額
で
済
む
こ
と
を
考
慮
し
て
サ
ン

ド
ー
ム
で
開
催
を
決
定
し
た
。

Q 

夏
祭
り
の
会
場
は
、
駐
車
場
の

確
保
や
会
場
の
容
量
の
観
点
か
ら
大

根
占
漁
協
や
田
代
中
央
運
動
場
で
開

催
し
て
い
た
が
、
今
後
の
開
催
場
所

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A 

町
長　

田
代
中
央
運
動
場
は
、

敷
地
も
広
く
、
駐
車
場
も
確
保

し
や
す
い
こ
と
か
ら
来
場
さ
れ
た

方
々
に
も
好
評
で
、
出
展
者
の
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
運
営
も
し
や
す
い
。

　

今
後
の
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
で
あ
る
町
商
工
会
が
理
事

会
等
で
協
議
し
て
決
定
し
て
い
く
。

Q 

花
瀬
公
園
ま
つ
り
は
、
花
瀬
公

園
の
象
徴
で
あ
る
石
畳
で
の
開
催
を

実
行
委
員
会
へ
要
望
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
等
へ
の
宿

泊
を
促
す
た
め
、
開
催
日
の
決
定

を
早
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

石
畳
に
会
場
準
備
を
し

た
後
、
雨
天
に
よ
る
河
川
の
増
水

が
あ
っ
た
場
合
、
会
場
準
備
が
２

度
手
間
に
な
る
こ
と
や
河
川
の
水

止
め
用
の
土
の
う
作
り
、
石
畳
の

苔
落
と
し
や
窪
み
の
埋
め
戻
し
な

ど
の
安
全
対
策
に
数
日
か
か
る
こ

と
、
準
備
作
業
等
を
行
う
人
員
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
て
い
る
。

　
開
催
日
の
決
定
に
つ
い
て
は
早
め

の
周
知
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

Q 

現
在
、
大
原
校
区
で
問
題
視
さ

れ
て
い
る
不
快
害
虫
ヤ
ン
バ
ル
ト

サ
カ
ヤ
ス
デ
の
被
害
状
況
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
駆
除
方
法
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　

令
和
３
年
11
月
に
田
代

地
区
の
２
自
治
会
で
発
生
が
確
認
さ

れ
、
令
和
６
年
２
月
で
は
田
代
地
区

３
自
治
会
、
大
根
占
地
区
１
自
治
会

で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
錦
江
町
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

防
除
支
給
要
綱
を
整
備
し
、
個
人
向

け
ヤ
ス
デ
ガ
ー
ド
粉
剤
や
コ
イ
レ
ッ

ト
細
粉
剤
の
家
屋
侵
入
防
止
剤
を
７

割
補
助
、
３
割
負
担
。
ミ
リ
ペ
ー
タ

液
剤
、
粉
剤
を
自
治
会
の
共
同
防
除

薬
剤
と
し
て
全
額
補
助
で
支
給
し
、

今
後
も
定
期
的
に
情
報
提
供
を
行

い
、
蔓
延
防
止
に
努
め
た
い
。

Q 

他
の
自
治
体
で
の
発
生
や
対
応

事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。

A 
町
長　
令
和
６
年
１
月
で
鹿
児
島

県
内
の
32
市
町
村
で
発
生
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
平
成
３
年
に
徳
之
島
町

で
、
平
成
11
年
に
鹿
児
島
県
本
土
で

サンドームは会場設営が安易で経費も低額である町長
池田 行德 議員

は
初
め
て
南
九
州
市
で
発
生
が
確
認

さ
れ
、
大
隅
半
島
で
は
平
成
26
年
に

鹿
屋
市
、
令
和
４
年
に
肝
付
町
、
南

大
隅
町
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
各
自
治
体
も
抜
本
的
な
対

策
が
な
く
苦
慮
し
て
お
り
、
主
な
対

策
と
し
て
薬
剤
に
よ
る
駆
除
を
行
っ

て
い
る
。

Q 

こ
れ
以
上
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め

に
専
門
の
事
業
者
に
委
託
す
る
考

え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

担
当
課
に
指
示
を
し
て
、

現
場
を
調
査
さ
せ
る
。
令
和
６
年
度

予
算
は
、
道
路
等
の
公
有
地
へ
の
薬

剤
散
布
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
委
託
を
計
画
し
て
い
る
。
発
生
が

確
認
さ
れ
た
場
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
い
く
。

花瀬公園石畳の「かりゆしバンド」

荒田原住宅の
ヤンバルトサカヤスデ

町長

薬
剤
を
個
人
向
け
７
割
、

自
治
会
へ
全
額
補
助
で
支
給
し
て
い
る

不快
害虫

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
の
駆
除
方
法
は

いきいき秋まつりを
役場周辺で開催できないか

町内
イベント

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ
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認知症カフェの様子

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

スタッフの充実や交通手段の確保を図りながら、当事者の意欲や
生きがいの向上を目指し、社会参加活動に力を入れていく町長

認知症カフェは送迎等を含め、対応できる人数が
限られている中で、どのように進めていくのか

高齢者
対策

Q 「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
な
る
取
組
み

で
あ
り
、
当
事
者
の
社
会
参
加
活

動
等
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
参
加
者
の
呼
び

か
け
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
送
迎
等
を
含
め
、
対
応
で
き

る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　

本
町
の
認
知
症
対
策
の

取
組
み
等
を
普
及
啓
発
し
、カ
フ
ェ

参
加
者
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
当
事
者
の

意
欲
や
生
き
が
い
の
向
上
を
目
指

し
、
社
会
参
加
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

　

令
和
5
年
度
１
月
末
で
1
回
あ

た
り
6.7
名
、
延
べ
２
６
９
名
が
参

加
。
送
迎
が
必
要
な
方
は
14
名
、

10
名
乗
り
車
2
台
で
問
題
な
く
運

行
で
き
て
い
る
。

　

今
後
、
参
加
者
が
増
え
た
場
合

は
、
社
協
の
車
を
活
用
す
る
な
ど
、

対
応
を
検
討
し
た
い
。

Q 

参
加
者
が
増
え
て
く
れ
ば
、
運

営
側
の
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

副
町
長　

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員

3
名
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
雇
用
し
た
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
、
６
～
7
名
で
運
営

し
て
い
る
。
今
後
の
参
加
人
数
の

増
加
や
社
会
参
加
活
動
等
に
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
来
年
度

よ
り
、
役
場
Ｏ
Ｂ
の
保
健
師
2
人

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

Q 

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
事
業
所

へ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
働
き
か

け
は
し
て
い
な
い
の
か
。

A 

副
町
長　

登
録
事
業
所
は
7
事

業
所
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
カ
フ
ェ

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
組
む
事

業
所
も
あ
る
。
そ
う
し
た
取
組
み

を
フ
レ
ン
ド
リ
ー
事
業
所
の
中
で

も
広
め
て
い
け
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
等

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q 

サ
ロ
ン
の
よ
う
に
既
存
す
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
、

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

A 

町
長　

サ
ロ
ン
等
で
の
パ
ー
ト

ナ
ー
養
成
講
座
の
開
催
に
な
お
層

力
を
入
れ
、
認
知
症
等
に
関
す
る

正
し
い
知
識
、
理
解
の
普
及
啓
発

を
進
め
る
。
講
座
開
催
時
に
は
健

康
相
談
等
も
行
い
、
認
知
症
の
早

期
発
見
、
対
応
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
症
状
に
よ
り
、

サ
ロ
ン
で
対
応
に
困
っ
た
こ
と
な

ど
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
相
談
や

情
報
を
提
供
い
た
だ
き
、
一
緒
に

対
応
策
を
検
討
し
、
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
講
座
開
催
の
際
に
カ

フ
ェ
へ
の
見
学
等
の
呼
び
か
け
や

認
知
症
の
方
が
一
緒
に
活
動
さ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
の
取
組
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
カ
フ
ェ
と
の
連

携
強
化
や
認
知
症
の
方
の
サ
ロ
ン

へ
の
参
加
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

Q 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
チ
ー
ム
会
議
の
中
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
展
開
は
。

A 

副
町
長　

こ
れ
ま
で
６
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
に
任
せ
る
形
で
進

め
て
き
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
は
、
も
う
少
し
役

場
の
関
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、
活

動
が
具
体
的
に
進
む
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

落司 道子 議員
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Q 

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
や
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
、
起
業
家
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
山
村
留
学

親
子
な
ど
多
面
に
わ
た
り
募
集
を

行
っ
て
い
る
が
、
受
入
れ
時
の
住

宅
の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
再
編
統
合
が

行
わ
れ
る
校
区
は
、
人
口
減
少
を

心
配
し
町
営
住
宅
を
望
む
声
が
あ

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者

や
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
、

起
業
家
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

山
村
留
学
親
子
な
ど
の
住
宅
確
保

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で
親
切
丁

寧
に
要
望
を
聞
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
住

宅
を
一
緒
に
探
し
て
い
る
。

　

小
学
校
の
再
編
統
合
が
行
わ
れ

る
校
区
か
ら
町
営
住
宅
を
望
む
声

が
あ
る
が
、
町
が
進
め
て
い
る
空

き
家
の
利
活
用
や
既
存
の
町
営
住

宅
へ
の
申
し
込
み
、
民
間
の
借
家

等
の
活
用
、
土
木
事
業
跡
地
に
予

定
し
て
い
る
子
育
て
支
援
住
宅
へ

の
入
居
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

空
き
地
を
利
用
し
た
子
育
て
住

宅
を
造
る
こ
と
は
賛
成
す
る
が
、

小
学
校
が
統
合
さ
れ
る
大
原
、
池

田
、
宿
利
原
に
人
を
呼
び
込
む
た

め
住
宅
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A 

町
長　

住
宅
を
整
備
す
る
こ
と

に
対
し
て
全
面
的
に
否
定
は
し
な

い
。
た
だ
、
そ
の
地
域
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
を
考
え
た

う
え
で
住
宅
が
必
要
で
あ
れ
ば
整

備
を
行
う
。

Q 

錦
江
町
町
営
住
宅
条
例
に
お

い
て
、
定
住
促
進
住
宅
は
複
式
学

級
ま
た
は
、
今
後
予
定
さ
れ
る
校

区
に
お
い
て
若
者
の
定
住
を
目
的

と
し
て
賃
貸
す
る
た
め
の
住
宅
と

謳
っ
て
あ
る
。

　
現
在
、
定
住
促
進
住
宅
に
入
居

し
、
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
扶

養
し
て
い
る
場
合
は
１
人
あ
た
り

５
千
円
の
家
賃
が
減
額
さ
れ
て
い

る
。
令
和
７
年
４
月
の
小
学
校
再

編
統
合
に
よ
り
複
式
学
級
が
な
く

な
る
が
、
こ
の
減
額
は
現
在
入
居

し
て
い
る
子
ど
も
が
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り
行

う
の
か
。

A 

町
長　

不
利
益
を
遡
及
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
家
賃

の
減
額
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
る
。

Q 

旧
田
代
高
校
木
造
校
舎
に
つ
い

て
は
前
回
も
一
般
質
問
で
質
問
し

た
経
緯
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

そ
の
ま
ま
庭
木
が
生
い
茂
っ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
維
持
管

理
を
ど
う
考
え
る
か
。

A 

町
長　

旧
校
庭
敷
地
の
一
部
は

太
陽
光
発
電
施
設
用
地
と
し
て
、

民
間
に
貸
付
契
約
を
し
、
管
理
さ

れ
て
い
る
が
そ
れ
以
外
の
敷
地
に

つ
い
て
は
年
１
回
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
除
草
作
業
を
委
託
し

管
理
し
て
い
る
。

　

樹
木
に
つ
い
て
は
、
建
物
周
辺

の
広
範
囲
に
生
い
茂
る
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
伐
採
等
を
行
い
、

敷
地
内
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い

く
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
な
い
の
で
、
補

正
予
算
で
対
応
し
て
い
く
。

町長

伐
採
等
を
行
い
、
敷
地
内
の
環
境
整
備
に
努
め
る

高校
跡地

旧
田
代
高
校
の
庭
木
の
維
持
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

担当課において親切丁寧に要望を聞き、
対応している町長

住宅の確保はできているのか公営
住宅

浪瀨 亮祐 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

旧 田代高校　木造校舎
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▶
緊
急
通
報
装
置

	

（
右
：
ペ
ン
ダ
ン
ト
型

	

左
：
固
定
型
）

高齢者福祉サービス一覧表を各世帯へ配布する町長

在宅高齢者緊急通報システム事業の
活用について

高齢者
対策

Q 

本
町
の
在
宅
高
齢
者
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
の
利
用
状
況
、
対

象
者
等
の
状
況
は
。

A 

町
長　

本
事
業
は
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
を
対
象
に
急
病
・
災
害
時
等
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
や
日

常
の
相
談
、
安
否
確
認
を
行
う
た

め
に
設
置
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ

る
高
齢
者
自
身
の
安
心
、
離
れ
て

暮
ら
す
家
族
の
安
心
が
得
ら
れ
る

事
業
で
あ
る
。

　

現
在
、
ア
ル
ソ
ッ
ク
安
心
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
と
委
託
契
約

を
結
び
、
令
和
６
年
３
月
時
点
で

大
根
占
地
区
で
２
名
の
方
が
利
用

し
、
毎
月
１
回
安
否
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

Q 

こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
住
民

に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　

令
和
６
年
度
に
作
成
す

る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
一
覧
表

を
各
世
帯
へ
配
布
し
、
民
生
委
員

を
は
じ
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
周
知
を
図

る
。
ま
た
、
高
齢
者
見
守
り
電
球

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
証
実
験
を
始

め
て
い
る
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
見
守
り
を
進
め
て

い
く
。

Q 

錦
江
町
在
宅
高
齢
者
等
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
事
業
実
施
要
綱
は
、

旧
田
代
町
か
ら
引
き
継
い
で
現
在

に
至
っ
て
い
る
も
の
で
、
曖
昧
な

表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
語
彙
な

ど
の
修
正
を
検
討
す
る
必
要
は
な

い
か
。

A 

町
長　

内
容
等
が
不
明
確
で
あ

る
部
分
が
あ
れ
ば
、
適
宜
修
正
し

て
い
く
。

Q 

こ
の
要
綱
の
２
条
１
項
「
そ
の

他
町
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
者
」
を
拡
大
解
釈
し
て
、
高

齢
者
で
な
い
虚
弱
体
質
の
方
を
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

A 

町
長　

高
齢
者
と
い
う
く
く
り

で
は
な
く
て
、
生
活
困
難
者
と
呼

ば
れ
る
方
々
に
つ
い
て
は
ま
た
別

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

Q 

横
転
防
止
等
の
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト

等
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

A 

町
長　

今
後
調
査
の
対
象
に
し

て
い
く
。

川越 裕子 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ
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Q 

今
回
は
20
年
後
、
30
年
後
の
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
12
月
議
会
で
可
能
性
を
指
摘
し

た
通
り
、
総
事
業
費
は
80
億
円
を

超
え
る
見
通
し
に
な
っ
た
。
一
連

の
経
緯
説
明
を
求
め
る
。

A 

町
長　

昨
年
12
月
22
日
に
病
院

整
備
事
業
費
約
76
．７
億
円
が
提
示

さ
れ
、
本
年
１
月
26
日
に
見
直
し
後

の
事
業
費
と
し
て
74
．６
億
円
が
提

示
さ
れ
、
そ
の
後
私
の
方
か
ら
南
大

隅
町
長
に
対
し
、
本
町
が
９
億
円
余

り
多
く
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提

案
を
し
た
。　

　

２
月
５
日
に
両
町
で
そ
れ
ぞ
れ
全

員
協
議
会
を
行
い
、
そ
の
後
本
町
議

会
か
ら
の
要
請
で
２
月
14
日
に
全
員

協
議
会
を
行
い
、
２
月
15
日
に
南
大

隅
町
長
に
対
し
て
負
担
割
合
の
見
直

し
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
月
22
日
に
本
町
で
、

２
月
26
日
に
南
大
隅
町
で
そ
れ
ぞ
れ

全
員
協
議
会
を
行
い
、
２
月
28
日
付

で
両
町
間
の
事
業
費
負
担
割
合
に
つ

い
て
確
認
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

Q 

再
三
に
渡
り
、
事
業
費
上
限
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
回
、
建
設
事

業
費
の
上
限
を
約
74
．６
億
円
と
急

遽
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
金
を

25
億
円
ま
で
積
む
と
表
明
し
た
が
、

そ
の
根
拠
と
財
源
は
何
か
。

A 

町
長　

上
限
額
は
設
計
会
社
か

ら
上
が
っ
て
き
た
数
字
を
医
師
会

と
協
議
し
た
結
果
で
あ
る
。
基
金

は
一
般
財
源
の
内
部
留
保
分
を
原

資
と
し
て
令
和
13
年
度
ま
で
積
み

上
げ
て
い
き
、
内
訳
は
過
疎
債
の

本
町
負
担
分
を
約
17
億
円
、
過
疎

債
対
象
外
経
費
分
と
し
て
８
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

Q 

両
町
の
事
業
費
負
担
は
、
平
等

に
半
分
ず
つ
で
あ
る
と
の
説
明
を
受

け
て
き
た
。
そ
れ
が
、
２
月
５
日
の

段
階
で
は
、
本
町
が
約
42
億
円
、
南

大
隅
町
が
約
33
億
円
と
実
に
９
億
円

ほ
ど
の
開
き
が
生
じ
、
議
会
に
諮
る

こ
と
も
な
く
既
に
南
大
隅
町
に
こ
の

金
額
を
提
示
し
た
と
の
説
明
を
受
け

た
。経
緯
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

A 

町
長　

立
地
自
治
体
と
し
て
の

応
分
の
負
担
や
本
町
へ
の
経
済
効

果
が
30
年
間
で
約
７
．５
億
円
見
込

め
る
た
め
提
案
し
た
。

Q 

両
町
共
同
事
業
で
あ
れ
ば
そ
の

よ
う
な
経
済
効
果
は
平
等
に
享
受
す

べ
き
で
あ
り
、
聊
か
乱
暴
な
議
論
で

は
な
い
か
。
３
月
４
日
段
階
で
南
大

隅
町
議
会
と
の
協
議
の
場
が
開
か
れ

業
継
続
確
約
を
頂
い
て
い
な
い
と

伺
っ
て
い
る
。
加
え
て
当
計
画
に

は
大
規
模
修
繕
費
用
や
事
業
終
了

後
の
解
体
費
用
な
ど
が
織
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
本
当
に
、
こ
の
計

画
の
ま
ま
進
め
て
当
事
業
は
成
功

す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
大
規

模
修
繕
等
に
つ
い
て
は
医
師
会
単
独

で
負
担
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q 

こ
の
事
業
は
本
当
に
継
続
で
き

る
の
か
。
南
隅
地
域
の
医
療
介
護

の
姿
は
こ
の
形
し
か
な
い
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
、
20
年
、
30

年
後
も
こ
の
地
域
で
活
躍
し
て
い

く
人
々
の
為
に
な
る
の
か
、
も
う

少
し
見
直
し
や
議
論
の
余
地
は

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
最
終
的

な
当
事
業
の
責
任
者
は
誰
か
。

A 

町
長　
事
業
実
施
責
任
者
は
医
師

会
に
な
る
。
ま
た
、
両
町
で
連
携
を

図
り
進
め
て
い
く
。

久
保
議
員　

今
後
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
に
も
負
担
を
強
い
る
事

業
で
あ
る
。
懸
念
事
項
は
町
民
の

皆
様
、
両
議
会
に
速
や
か
に
周
知

し
、
熟
議
の
上
、
方
向
性
を
決
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

ず
、
両
議
会
に
お
い
て
足
並
み
を
揃

え
て
進
め
て
い
く
と
い
う
合
意
が
で

き
て
い
な
い
。
ま
た
肝
属
郡
医
師
会

立
病
院
再
整
備
事
業
債
と
い
う
個
別

名
称
が
入
っ
た
起
債
は
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

A 

町
長　
起
債
の
名
称
は
協
議
し
て

い
く
。
事
業
費
負
担
を
両
町
で
行
う

と
い
う
合
意
は
取
れ
て
い
る
。

Q 

今
後
は
建
設
業
界
の
２
０
２
４

年
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

建
設
費
上
昇
並
び
に
工
期
延
長
が

見
込
ま
れ
る
。
仮
に
医
師
会
が
賄

い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
建
設
費
上
昇

が
現
実
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

A 

町
長　
約
74
．
６
億
円
以
上
の
財

政
的
な
支
援
は
困
難
な
の
で
、
こ
の

範
囲
内
に
お
い
て
事
業
を
実
施
す
る
。

Q 

本
当
に
収
ま
る
の
か
。
ま
た
、

黒
字
が
確
保
で
き
る
病
床
数
は

１
３
２
床
と
の
試
算
で
あ
っ
た
が
、

昨
今
の
状
況
を
加
味
し
再
度
試
算

を
行
っ
た
ら
本
当
に
黒
字
が
出
る
の

か
。
万
が
一
、
赤
字
経
営
が
続
い
た

場
合
、
誰
が
責
任
を
取
る
の
か
。

A 
町
長　
令
和
３
年
度
の
制
度
を
前

提
に
試
算
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

経
営
責
任
は
医
師
会
に
あ
る
。

Q 

医
師
会
か
ら
は
30
年
間
の
事

１月26日に見直し後の74.6 億円が提示され、その後私の方から南大隅
町長に対し、本町が９億円余り多く負担することについて提案をした町長

なぜ、総事業費は 80 億円を超え、建設事業費負担に関しては、２月
５日の段階で本町が約 42 億円、南大隅町が約 33 億円と９億円の差
が生じ、最終的に本町が約４億円多く負担することになったのか

病院
再整備

久保 勇太 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

鋳物の耐用年数は腐食性土壌で約65年、塩ビ管の耐用年数は適正な
使用の条件下では50年以上となっており、どちらも極めて低い漏水
レベルを確保できる見通しである。

町長

上之宇都の水源の本管同士の継ぎ手のジョイントで
の漏水の状況や頻度、耐用年数はどうなっているか

水道
事業

Q 

上
之
宇
都
の
水
源
は
、
昭
和
37

年
に
供
用
を
開
始
し
、
約
62
年
が

経
過
し
た
。
本
管
は
当
初
の
石
綿

管
か
ら
鋳
鉄
管
、
塩
ビ
管
へ
と
切

り
替
え
ら
れ
、
近
年
は
本
管
同
士

の
継
ぎ
手
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
の
漏

水
等
も
増
え
て
い
る
。
漏
水
の
状

況
や
頻
度
、
耐
用
年
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

A 

町
長　

本
管
は
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
と
塩
ビ
管
の
２
種
類
が
あ
る
。

鋳
物
の
耐
用
年
数
は
腐
食
性
土
壌

で
約
65
年
、
塩
ビ
管
の
耐
用
年
数

は
適
正
な
使
用
の
条
件
下
で
は
50

年
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら

も
極
め
て
低
い
漏
水
レ
ベ
ル
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

A 

建
設
課
長　

本
管
か
ら
の
継
ぎ

手
が
耐
震
性
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

漏
水
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Q 

今
後
、
人
口
も
税
収
も
減
少
す

る
中
で
財
源
確
保
が
１
番
重
要
と
な

る
が
、
国
は
自
治
体
の
公
共
用
水
の

水
道
事
業
を
小
水
力
発
電
な
ど
の
活

用
に
よ
り
様
々
な
問
題
に
対
応
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
上
之
宇
都
水

源
は
、
30
ｍ
の
高
低
差
を
利
用
し
て

給
水
し
て
い
る
。
本
町
の
年
間
予
算

規
模
に
も
匹
敵
す
る
額
の
売
電
も
可

能
で
あ
り
、
高
齢
者
福
祉
や
教
育
、

子
育
て
等
に
多
く
の
支
援
が
行
え
る

と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
未
来
づ
く
り
課
を
中
心

に
本
町
の
未
利
用
資
源
を
活
用
し

て
、
自
主
財
源
を
増
や
す
取
組
み
は

で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

余
水
対
策
は
、
限
り
あ

る
資
源
の
中
で
最
も
活
用
で
き
る

部
分
と
考
え
る
。
ど
う
す
れ
ば
財

源
を
確
保
で
き
る
か
今
後
も
調
査

を
続
け
て
い
く
。

Q 
病
院
の
医
療
機
器
、
情
報
シ
ス

テ
ム
、
什
器
類
、
そ
の
他
備
品
等
約

12
億
円
は
病
院
側
が
負
担
す
る
べ
き

で
、
資
金
的
に
厳
し
い
な
ら
、
リ
ー

ス
事
業
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
医
療
機
器
に
関
す
る

12
億
円
の
負
担
も
住
民
説
明
会
で
詳

細
に
説
明
し
、
町
民
の
十
分
な
理
解

を
得
ら
れ
た
の
か
。

A 

町
長　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
10

地
区
で
開
催
し
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
１
２
５
名
の
方
々
に
実
施
設
計

の
概
要
、
建
設
事
業
費
、
負
担
割
合

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

Q 

25
億
円
の
基
金
は
、
他
の
事
業

に
充
て
な
い
と
理
解
し
て
い
い
か
。

A 

町
長　
病
院
再
整
備
に
関
わ
る
特

定
目
的
の
た
め
の
基
金
な
の
で
、
他

に
充
て
る
こ
と
は
な
い
。

Q 

本
町
・
南
大
隅
町
・
肝
属
郡
医

師
会
で
取
り
交
わ
し
て
い
る
覚
書

の
９
条
の
２
に
「
両
町
は
新
病
院

の
運
営
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
た

場
合
、
病
院
存
続
の
た
め
の
支
援

を
行
う
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
町

長
は
、
運
営
に
関
し
て
は
、
支
援

も
負
担
も
な
い
と
説
明
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
、
住
民
説

明
会
で
町
民
に
説
明
し
た
か
。

A 

町
長　
覚
書
に
つ
い
て
は
、
説
明

し
て
い
な
い
。
予
算
委
員
会
で
内
容

の
不
備
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
内

容
を
整
理
し
た
う
え
で
必
要
に
応
じ

て
説
明
し
た
い
。

染
川
議
員　

９
条
の
２
の
部
分
は
、

先
の
負
担
を
無
く
す
た
め
に
も
変

更
を
要
望
す
る
。
人
口
減
少
の
中
、

大
隅
縦
貫
道
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、

買
い
物
だ
け
で
な
く
、
病
院
も
鹿

屋
の
専
門
病
院
等
の
利
用
が
増
え

る
の
で
は
と
考
え
る
。

Q 

本
会
議
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
会

立
病
院
の
再
整
備
計
画
に
係
る
質

疑
・
討
論
を
記
録
し
た
音
声
等
は
、

町
内
外
の
方
々
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
公
開
で
き
る
の
か
。

A 

町
長　
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
皆

さ
ん
の
大
事
な
財
産
を
使
い
、
巨
額

事
業
を
進
め
て
い
く
の
で
、
公
文
書

の
公
開
対
象
に
な
り
、
情
報
を
知
り

た
い
方
が
い
れ
ば
積
極
的
に
出
す
べ

き
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

染
川
議
員　

病
院
を
選
ぶ
権
利
が
地

域
の
方
々
に
は
あ
る
。
新
病
院
が

信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。

染川 金治 議員

町長

実
施
設
計
の
概
要
、
建
設
事
業
費
、

負
担
割
合
を
説
明
し
た

病院
再整備

医
療
機
器
に
関
す
る
費
用
負
担
も

住
民
説
明
会
で
説
明
し
た
か

上之宇都水源地
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Q 

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
再
整
備

に
つ
い
て
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

る
ま
で
の
説
明
に
対
し
、
不
安
・

不
信
感
を
感
じ
る
場
面
が
多
々

あ
っ
た
。
特
に
南
大
隅
町
と
は
病

院
再
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ

よ
う
な
取
組
む
べ
き
課
題
や
問
題

点
も
多
い
。

　
病
院
再
整
備
で
両
町
合
同
の
全

員
協
議
会
が
で
き
な
く
な
っ
た
原

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
今

後
、
両
町
で
取
組
む
事
業
が
あ
る

時
に
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

A 

町
長　

事
業
費
の
提
案
以
前
に

両
町
議
会
合
同
で
の
全
員
協
議
会

の
開
催
を
打
診
し
た
が
、
南
大
隅

町
議
会
か
ら
合
同
で
の
開
催
は
必

要
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
開

催
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て

は
分
ら
な
い
。

　

今
回
の
病
院
再
整
備
に
係
る
事

業
費
に
起
因
し
て
南
大
隅
町
と
本

町
の
間
で
相
互
不
信
は
な
い
と
考

え
る
。
負
担
割
合
に
係
る
協
議
の

在
り
方
に
稚
拙
な
部
分
が
あ
り
、

混
乱
を
招
い
た
部
分
は
あ
っ
た
が
、

協
議
依
頼
に
も
迅
速
に
対
応
い
た

だ
き
、
南
大
隅
町
と
は
緊
密
な
連

携
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

久
本
議
員　

情
報
共
有
や
事
前
説
明

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
れ
ば
、
不
安

や
不
信
感
も
重
な
ら
な
い
と
思
う
。

今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

病
院
再
整
備
に
つ
い
て
は
明
確

に
す
べ
き
も
の
が
多
く
残
る
状
態

で
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

一
度
着
工
す
れ
ば
不
安
要
素
を
抱

え
た
ま
ま
進
ん
で
い
く
。
解
決
で

き
る
不
安
要
素
を
で
き
る
だ
け
取

り
除
い
た
状
態
で
着
工
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A 

町
長　

病
院
再
整
備
は
両
町
の

住
民
に
安
心
安
全
な
医
療
を
安
定

か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
病
院
の

老
朽
化
等
を
踏
ま
え
る
と
先
送
り

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
早
急
な

病
院
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
は
引
き
続
き
、
議
会

や
町
民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
な
が
ら
早
急
な
病
院
整

備
に
取
組
ん
で
い
く
。

Q 

早
急
な
病
院
整
備
が
必
要
な
事

も
多
少
の
不
透
明
な
部
分
が
あ
っ

て
も
進
め
な
い
と
計
画
が
進
ま
な

い
事
も
理
解
で
き
る
。

　
し
か
し
、
事
業
費
や
事
業
の
継

続
な
ど
、
そ
れ
ら
を
で
き
る
限
り

に
は
開
設
で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ

し
い
。

　
建
設
後
、
30
年
経
た
な
い
う
ち

に
病
院
が
閉
鎖
し
て
使
い
道
の
な

い
建
物
が
残
る
。
そ
の
よ
う
な
結

果
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
ほ

し
い
。

明
確
に
し
て
進
め
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A 

町
長　

覚
書
を
含
め
、
不
明
確

な
部
分
や
拡
大
解
釈
で
き
る
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う

指
摘
は
当
然
の
こ
と
と
思
う
。
現

在
、
負
担
額
に
つ
い
て
南
大
隅
町

と
確
認
書
が
と
れ
て
お
り
、
医
師

会
と
も
進
め
て
い
る
。

　

運
営
に
つ
い
て
も
医
師
会
と

し
っ
か
り
と
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
事
に

関
し
て
も
南
大
隅
町
、
医
師
会
と

協
議
の
上
、
基
本
構
想
か
ら
基
本

計
画
を
作
り
、
基
本
設
計
を
行
い
、

実
施
設
計
と
い
っ
た
過
程
を
踏
み
、

慎
重
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

久
本
議
員　

地
域
医
療
は
大
事
で
あ

り
、
必
要
な
も
の
だ
と
思
う
。

　
し
か
し
、
巨
額
を
投
じ
る
な
ら

事
業
が
健
全
に
行
わ
れ
、
町
民
が

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
覚
書

を
明
確
に
し
、
取
組
み
を
明
確
に

す
る
。
そ
こ
が
で
き
れ
ば
多
少
不

透
明
な
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
よ

い
と
考
え
る
。
病
院
再
整
備
が
最

大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
、
今
の
段

階
で
は
小
児
科
は
な
い
が
将
来
的

議会や町民に丁寧な説明を行い、理解を得ながら
早急な病院整備に取組んでいく町長

解決できる不安要素をできるだけ取り除いた
状態で着工すべきだと思うが、どう考えるか

病院
再整備

久本　晃 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Ｑ
＆
Ａ

前年度は、特別な財政需要を計上していたためである町長

農林水産業費は、前年度より
約４千万円減少しているがその要因は

新年度
予算

Q 

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予

算
総
額
は
前
年
度
比
10
億
５
，

６
０
０
万
円
増
の
76
億
９
千
万
で
、

医
師
会
立
病
院
建
設
に
伴
う
本
体

工
事
等
の
事
業
費
に
よ
り
過
去
最

高
の
予
算
額
で
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
の
中
、
本
町
の
主

幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
費
は
、

前
年
度
と
比
較
し
、
約
４
千
万
円

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

A 

町
長　

今
年
度
の
農
林
水

産
業
費
の
減
少
の
要
因
は
、
前

年
度
に
職
員
等
の
人
件
費
３
，

４
７
９
万
９
千
円
、
荒
茶
加
工
施

設
屋
根
改
修
工
事
２
，
０
７
７
万 

５
千
円
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ル
ソ
画
像

共
同
整
備
負
担
金
１
，
６
７
０
万

円
な
ど
特
別
な
財
政
需
要
を
計
上

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

Q 

茶
の
価
格
低
迷
は
深
刻
で
、
令

和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
を
比
較

す
る
と
１
億
円
の
減
収
に
な
っ
て

い
る
。

　

令
和
５
年
度
の
生
産
額
は

４
億
３
千
万
円
で
10
ａ
あ
た
り
で

計
算
す
る
と
加
工
代
が
１
茶
、
２

茶
で
20
万
円
か
か
り
、
肥
料
代
も

10
万
円
、
30
万
円
か
か
る
。
こ
の

実
態
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

A 

町
長　

茶
の
抜
根
事
業
を
行

い
、
露
地
野
菜
を
生
産
し
、
集
約

型
の
農
業
を
す
る
た
め
に
小
規
模

の
圃
場
整
備
事
業
を
始
め
た
。
複

合
的
な
経
営
は
大
事
で
あ
る
。
ま

た
、
海
外
へ
輸
出
す
る
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
最
中
だ
が
、
打
開

策
は
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

Q 

国
が
行
う
10
ａ
あ
た
り
６
万
円

の
抜
根
事
業
に
町
単
独
の
補
助
事

業
で
10
ａ
あ
た
り
２
万
円
を
追
加

す
れ
ば
、
17‌‌

ha
あ
る
田
代
地
区
の

茶
の
荒
廃
地
を
２
０
０
万
円
ほ
ど

で
解
消
で
き
る
と
考
え
る
が
。

A 

町
長　

抜
根
を
推
奨
し
て
転
作

す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
ま
ず
は

現
行
の
お
茶
農
家
の
経
営
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
抜
根
事
業
の
多
様
的

な
経
営
変
革
に
関
わ
る
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
様
子
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
く
。

Q 

新
規
就
農
者
は
、
令
和
５
年
度

に
お
い
て
何
名
い
る
の
か
。

A 

町
長　

新
規
が
１
名
で
あ
る
。

特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
や
農

福
連
携
を
活
用
し
担
い
手
不
足
を

解
消
し
て
い
き
た
い
。

Q 

青
壮
年
の
畜
産
農
家
の
育
成
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う

か
。

A 

町
長　

令
和
６
年
度
よ
り
、
２

年
間
高
齢
母
牛
の
更
新
を
推
進
し
、

よ
り
商
品
価
値
の
高
い
子
牛
の
生

産
を
促
す
肉
用
牛
改
良
増
殖
更
新

事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
高
品

質
子
牛
育
成
の
た
め
、給
餌
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
、
子
牛
の
発
育
状

況
や
不
足
す
る
栄
養
価
を
測
定
す

る
代
謝
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
テ
ス
ト
等

の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
試
験
導
入

も
計
画
し
て
い
る
。

Q 

土
木
費
が
前
年
度
と
比
較
し

５
，
４
０
０
万
円
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
。

A 

町
長　

令
和
６
年
度
よ
り
道
路

新
設
改
良
費
の
工
事
請
負
費
の
減

少
や
町
道
中
鳥
井
線
の
事
業
の
完

了
、
町
道
山
ノ
口
塩
屋
線
に
係
る

費
用
が
減
少
し
た
こ
と
が
要
因
で

あ
る
。

Q 

建
設
業
の
将
来
展
望
は
。

A 

町
長　

令
和
６
年
度
か
ら
総
事

業
費
３
２
０
億
円
の
莫
大
な
予
算

を
使
い
大
隅
縦
貫
道
吾
平
大
根
占

田
代
道
路
、
全
長
16
㎞
の
事
業
が

始
ま
る
。

　

町
と
し
て
も
建
設
課
に
大
隅
縦

貫
道
対
策
室
を
設
け
、
用
地
交
渉

等
が
迅
速
に
進
む
よ
う
、
全
面
的

に
協
力
し
て
い
く
。

Q 

前
年
度
と
比
較
し
、
今
年
度
は

消
防
費
が
６
，
６
０
０
万
円
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

A 

町
長　

防
災
行
政
無
線
基
地
局

及
び
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
整
備
の
更
新
に

伴
う
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

Q 

本
町
の
消
防
団
員
の
減
少
が
著

し
い
が
、
対
策
は
。

A 

町
長　

平
成
28
年
４
月
に
消
防

団
員
の
減
少
及
び
居
住
地
域
外
就

労
等
に
伴
う
消
防
力
の
低
下
の
補

填
の
た
め
消
防
協
力
隊
を
設
置
し
、

火
災
現
場
や
消
防
水
利
指
導
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

幹
部
会
で
の
協
議
や
役
場
消
防
隊

の
拡
充
な
ど
を
行
い
、
団
員
確
保

に
努
め
て
い
く
。

Q 

団
員
確
保
の
た
め
、
団
員
全
員

に
飲
食
ク
ー
ポ
ン
２
千
円
分
を
提

供
し
て
は
ど
う
か
。

A 

町
長　

他
県
で
そ
の
よ
う
な
過

去
事
例
も
あ
る
が
、
団
員
減
少
の

要
因
を
し
っ
か
り
と
分
析
し
た
う

え
で
議
論
し
て
い
く
。

小吉 昭弘 議員
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不
登
校
の
子
ど
も
や
い
じ
め
な
ど

に
遭
い
、
不
安
定
な
子
ど
も
に
、
コ
ン

タ
ク
ト
で
き
る
人
材
確
保
を
考
え
て
い

る
。

●
調
査
の
経
過

　

令
和
５
年
11
月
14
日
に
、
陳
情
審
査

の
調
査
と
合
わ
せ
、
鹿
屋
市
内
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
事

業
者
に
出
向
き
ま
し
た
。

［
質
問
］　
休
む
日
が
多
い
子
ど
も
は
、

学
校
へ
登
校
し
た
日
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
登
校
し
や

す
い
学
級
づ
く
り
と
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
か
。

［
回
答
］　
保
健
室
登
校
を
し
た
り
各
学

校
に
設
け
て
い
る
一
人
で
過
ご
せ
る
別

室
へ
登
校
し
た
り
と
個
別
に
対
応
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
る
と
休
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
も
登
校
し
や
す
い

の
で
、
事
前
に
イ
ベ
ン
ト
等
を
本
人
や

保
護
者
に
伝
え
た
り
し
て
い
る
。

［
質
問
］　
小
中
学
校
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

［
回
答
］　
春
休
み
中
に
、
小
中
学
校
連

携
の
会
を
全
学
校
が
設
定
し
て
い
る
。

［
質
問
］　
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
小

規
模
学
校
に
通
っ
て
い
た
児
童
が
い
じ

め
に
遭
う
恐
れ
は
な
い
か
。

［
回
答
］　
再
編
統
合
委
員
会
の
中
で
各

校
長
か
ら
、
小
規
模
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、
統
合
し
た
際
に
自
信
を
持
っ
て
い

け
る
よ
う
に
、
受
け
入
れ
る
学
校
は
、

小
規
模
校
か
ら
来
た
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
心
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
る
。

　

令
和
６
年
２
月
１
日
に
広
島
県
福
山

市
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
議
員
全
員
で
調
査
し
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
２
月
６
日
に
、
教
育
長
、

教
育
課
長
、
教
育
課
指
導
主
事
の
出
席

を
求
め
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

本
町
の
全
体
的
な
考
え
方
と
、
学
校
へ

の
指
導
の
方
針
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
支
援
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

調
査
し
ま
し
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て

質
疑
・
応
答

文教産業常任委員会

　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い

く
の
か
を
考
え
、
特
に
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
、
第
三
の
子
ど
も
の

居
場
所
を
積
極
的
に
推
奨
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

併
せ
て
、
令
和
７
年
度
に
小

学
校
統
合
が
目
前
と
な
っ
て
い

る
中
で
、児
童
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
支
援
員
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
不
安
定
な
子

ど
も
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た

ち
は
安
心
し
て
統
合
先
の
小
学

校
に
通
え
る
の
で
、
令
和
７
年

度
か
ら
で
な
く
、
令
和
６
年
度

の
途
中
か
ら
で
も
、
支
援
員
を

増
員
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
す
る
。

提　言

所
管
事
務
調
査

文
教
産
業
常
任
委
員
会

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

広島県福山市教育委員会
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第
５
回
目
を
12
月
７
日
に
開
催
し
、

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
し
、
所
管

事
務
調
査
を
行
う
な
ど
し
、
調
査
検
討

を
重
ね
、
遅
く
と
も
令
和
６
年
９
月
ま

で
に
は
結
論
を
出
す
こ
と
で
決
定
し
ま

し
た
。

　

第
６
回
目
を
令
和
６
年
３
月
５
日
に

開
催
し
、
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
つ

い
て
、
九
州
管
内
の
財
政
規
模
の
近
い

町
と
比
較
検
討
し
、
全
国
の
議
員
報
酬

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
町
村

議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
の
状

況
な
ど
の
資
料
も
参
考
に
調
査
し
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
、
定
数
が
10
名
の
東
串
良

町
議
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
調
査
し

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
４
月

に
調
査
す
る
予
定
で
決
定
し
ま
し
た
。

●
調
査
事
件

　

本
町
議
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本
条

例
を
議
会
運
営
の
基
本
規
範
と
位
置
づ

け
、
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
参
加
の
議

会
、
存
在
感
の
あ
る
議
会
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

議
会
改
革
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
経
過

　

令
和
５
年
度
第
１
回
特
別
委
員
会
を

令
和
５
年
６
月
12
日
に
開
催
し
、「
令

和
５
年
度
の
調
査
事
件
」
に
つ
い
て

は
、
住
民
懇
談
会
の
開
催
、
議
会
報
告

会
の
開
催
及
び
、
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
各
地
区
公
民
館
に
出
向
き
、
議
会
の

１
年
間
の
活
動
報
告
等
の
他
、
意
見
交

換
、
地
域
か
ら
の
要
望
等
を
聞
く
こ
と

と
し
、
報
告
会
当
日
の
資
料
内
容
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
を
９
月
７
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
の
全
体
的
な
集
約
及
び
、

各
公
民
館
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望

事
項
の
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
執

行
機
関
で
な
け
れ
ば
回
答
で
き
な
い
事

項
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
へ
依
頼
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
に

つ
い
て
は
、
制
度
を
導
入
し
て
い
る
全

国
の
町
村
議
会
の
中
か
ら
、
抽
出
し
て

設
置
要
綱
等
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
引
き
続
き
調
査
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て

は
、
田
代
支
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
を
11
月
13
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
で
出
さ
れ
た
町
執
行
機
関

へ
の
意
見
・
要
望
等
の
対
応
等
に
つ
い

て
、
執
行
部
か
ら
の
回
答
を
確
認
し
、

議
員
相
互
の
共
通
理
解
を
図
り
、
地
域

か
ら
の
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い

て
の
意
見
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
こ
の
特
別
委
員
会
で
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
、
議
員
定
数
と
報
酬
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

第
２
回
目
を
６
月
30
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
の
資
料
（
案
）
に
つ
い
て
、

内
容
の
精
査
、
説
明
者
の
確
認
、
当
日

の
会
場
準
備
等
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま

し
た
。

議
会
改
革
推
進
会
議

調
査
特
別
委
員
会 

中
間
報
告

議会改革推進会議調査特別委員会
所
管
事
務
調
査

文
教
産
業
常
任
委
員
会

令和５年７月５日～７日にかけて行った議会報告会

議会報告会については
議会だより 76 号に掲載
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「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
」

岡
山
県
　
西
粟
倉
村

　

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
、
岡
山
県
の
北

東
端
に
位
置
し
、
面
積
の
約
93
％
が
森

林
で
、人
口
約
１
，４
０
０
人
の
村
。「
百

年
の
森
林
構
想
」
×
「
生
き
る
を
楽
し

む
」
を
軸
に
自
然
の
恵
み
を
大
切
な
人

た
ち
と
分
か
ち
合
う
「
上
質
な
田
舎
」

の
実
現
に
向
け
、
行
政
、
民
間
事
業
者
、

村
民
、
移
住
者
に
よ
り
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
ロ※

ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
よ
り
、

移
住
定
住
対
策
、
小
さ
な
行
政
の
実
現
、

関
係
人
口
・
競
争
人
口
の
拡
大
等
が
期

待
さ
れ
、
令
和
４
年
度
末
時
点
で
人

口
の
約
17
％
が
移
住
者
で
あ
り
、
人
口

減
少
率
は
近
隣
に
比
べ
抑
え
ら
れ
て
い

る
。

※�

地
域
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
起
業
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業

を
最
大
限
に
利
用
し
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
で
、
人
は
集
ま
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
本
町
も
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
議
会
と
し

て
も
関
心
を
持
ち
、
協
力
し
て
い
き
た

い
。

【
染
川
議
員
】
利
用
で
き
て
い
な
い
自

然
を
資
源
に
変
え
て
財
源
を
増
や
し
な

が
ら
様
々
な
取
組
み
を
し
、
村
民
が
自

分
た
ち
の
村
を
誇
れ
る
ま
で
の
熱
量
が

見
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
域
外
の
人
が

魅
力
を
感
じ
、
移
住
し
て
い
る
。
み
ん

な
が
住
み
や
す
い
、
住
み
た
い
町
づ
く

り
を
す
れ
ば
必
ず
人
口
増
に
繋
が
る
。

●
研
修
を
終
え
て

【
久
本
議
員
】「
百
年
の
森
林
構
想
」
を

は
じ
め
、
目
指
す
先
、
着
眼
点
も
「
百

年
の
森
林
に
囲
ま
れ
た
上
質
な
田
舎
」

と
明
確
で
あ
る
。
取
組
み
を
具
現
化
す

る
努
力
も
間
伐
材
を
利
用
し
、
耐
久
や

光
彩
を
考
慮
し
た
明
る
く
利
用
し
や
す

い
役
場
庁
舎
ひ
と
つ
に
し
て
も
見
て
と

れ
る
。
状
況
把
握
や
企
画
力
の
あ
る「
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
公
務
員
」
の
人
材
育
成

は
、民
間
や
外
部
の
人
た
ち
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
や
温
度
差
を
埋
め
、
会
話
す
る
た
め

に
必
要
な
取
組
み
だ
と
考
え
る
。

【
厚
ケ
瀨
議
員
】
想
い
を
持
っ
た
若
者

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
集
い
、
地
域
に
ゆ
た

か
な
彩
り
と
多
様
な
生
態
系
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
小
さ
な
村
の
可
能
性
が
見

え
た
。

【
浪
瀨
議
員
】
他
か
ら
何
か
持
っ
て
く

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
自
然
豊
か
さ

岡
山
県
　
津
山
市
　
阿
波
地
区

　

岡
山
県
津
山
市
阿
波
地
区
は
、
津
山

市
役
所
本
庁
か
ら
30
㎞
に
位
置
し
、
人

口
４
２
６
人
、
高
齢
化
率
49
．
１
％
の

地
区
。
地
区
唯
一
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
撤
退
の
危
機
に
よ
り
住
民
出
資
で「
合

同
会
社
あ
ば
村
」
を
設
立
。
社
員
は
阿

波
地
区
に
住
む
住
民
１
３
４
人
で
自
分

た
ち
の
手
で
存
続
さ
せ
て
い
く
意
識
を

忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
出
資
者
全
員
が

社
員
で
あ
る
会
社
形
態
を
選
ん
だ
。

　

山
林
に
放
置
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
を

集
め
て
、
破
砕
処
理
し
、
地
元
で
消
費

す
る
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

●
研
修
を
終
え
て

【
久
保
議
員
】「
あ
ば
村
宣
言
」
は
「
村

民
」
に
よ
る
総
会
や
各
種
協
議
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
設
立
運
営
、
住
民
出
資
の
合
同

会
社
に
よ
る
あ
ば
商
店
の
運
営
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
事
業
の
展
開
な
ど

理
想
的
な
地
域
運
営
組
織
で
あ
り
、
村

民
の
気
概
を
感
じ
る
取
組
で
あ
っ
た
。

　

本
町
の
中
山
間
地
域
も
校
区
単
位
で

見
れ
ば
、
あ
ば
村
の
よ
う
な
人
口
数
百

人
規
模
の
「
村
」
で
あ
る
。
本
町
で
も

所
管
事
務
調
査所

管
事
務
調
査

　
令
和
６
年
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
に
か
け
て
九
州
管
外
所
管
事
務

調
査
を
行
い
、
岡
山
県
の
西
粟
倉
村
・
津
山
市
阿
波
地
区
、
広
島
県
の

福
山
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

「�

地
域
住
民
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
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各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
経
営

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
池
田
議
員
】
地
産
の
食
材
を
活
用
し
た

加
工
品
の
販
売
や
雪
上
で
の
ト※

レ
ッ
キ

ン
グ
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
条
件
を
良

い
方
向
に
活
用
し
て
い
る
。
ど
の
自
治

体
も
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
特
に
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
し
て
は
競
争

に
な
っ
て
い
る
。
本
町
も
魅
力
ア
ッ
プ

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※�

山
頂
を
目
指
す
こ
と
な
く
手
つ
か
ず
の
自
然

を
楽
し
む
山
登
り

【
小
吉
議
員
】
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。
本
町
も
少
し
ず
つ
住
民
参
加
の
活

動
が
見
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
笹
原
議
員
】
本
町
の
各
地
区
と
同
じ
よ

う
な
地
域
で
あ
る
。
各
地
域
の
活
性
化
と

維
持
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
て

不
登
校
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

【
水
口
議
員
】
元
気
な
子
、
笑
顔
で
学

び
続
け
る
教
職
員
を
拝
見
し
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

【
落
司
議
員
】
児
童
生
徒
が
自
分
ら
し

く
学
べ
る
場
を
選
択
で
き
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
あ
る
。
選
択
肢
が
あ
る
こ

と
は
保
護
者
に
と
っ
て
の
安
心
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

不
登
校
、
そ
の
傾
向
に
あ
る
児
童
生

徒
が
近
隣
に
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

を
利
活
用
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
保
護
者
等
へ
の
情
報
提
供
を
徹
底

す
る
こ
と
や
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
対

し
複
合
的
な
支
援
も
必
要
に
な
る
た
め

関
係
機
関
と
の
密
な
連
携
が
重
要
で
あ

る
。

広
島
県
　
広
島
市

　

被
爆
建
造
物
で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム
や

原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
の
実
相
を
世
界

中
の
人
々
に
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶
と
世

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
取
組

広
島
県
　
福
山
市

　

広
島
県
福
山
市
は
、
広
島
県
南
東
に

位
置
す
る
人
口
約
47
万
人
の
市
。

　
「
福
山
１
０
０
Ｎ
Ｅ
Ｎ
教
育
」
を
教

育
指
針
と
し
て
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」「
学
び
を
つ
く
る
教
職
員

研
修
」「
元
気
・
笑
顔
で
学
び
続
け
る

教
職
員
」「
多
様
な
学
び
の
場
の
充
実
」

の
４
つ
の
柱
で
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

多
様
な
学
び
の
場
の
充
実
を
図
る
た

め
集
団
で
の
学
び
が
難
し
か
っ
た
り
、

不
登
校
傾
向
に
あ
っ
た
り
す
る
児
童
生

徒
ら
が
自
分
ら
し
く
学
べ
る
校
内
外
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
市
が
自
ら
運
営
し

て
い
る
。

●
研
修
を
終
え
て

【
川
越
議
員
】
子
ど
も
の
「
第
三
の
居

場
所
」
と
言
わ
れ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
社
会
的
自
立
を
目
標
に
、
子
ど
も

た
ち
が
前
向
き
に
な
れ
る
場
所
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

見
守
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
必
要
性
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

【
中
野
議
員
】
福
山
市
の
取
組
み
は
先

進
的
だ
と
感
じ
た
。
本
町
単
独
で
は
、

界
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
作
ら
れ
た
広
島
平
和
記
念
資

料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

●
研
修
を
終
え
て

【
久
保
議
員
】
改
め
て
核
兵
器
の
も
た

ら
す
惨
禍
を
目
の
当
た
り
に
し
、
世
界

の
非
核
化
に
向
け
て
取
組
を
加
速
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

【
久
本
議
員
】
戦
争
は
よ
く
な
い
。
当

た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
国
に
よ
る
溝
は

宗
教
・
歴
史
に
よ
り
埋
ま
ら
な
い
。
月

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
過
去
の
戦
争
を
知

ら
な
い
人
も
増
え
る
の
で
資
料
館
は
必

要
だ
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
理
不
尽
さ
の
紹
介
で
終
わ
っ

て
い
る
の
は
改
善
が
必
要
と
感
じ
た
。

原
爆
ド
ー
ム
・

広
島
平
和
記
念
資
料
館
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池田　行德　編集委員

傍聴傍聴してみませんかしてみませんか
６月定例会の会期は、６月５日から６月18日、
一般質問は６～７日の予定です。
本庁３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービスYouTube
にて本会議の模様を生中継いたしますので、
是非ご活用ください。

錦江町 議 会
Yo uTu b e
チャンネルは
こちらか ら

６月定例
会

は本庁で
開催

　令和 7 年度に小学校が統合するため、錦江町立池田小学校での最後の
入学式が行われました。
　新１年生の入場に先生方や在校生、保護者や地域の方々から温かい拍
手が送られ、この日の為に大切に育てた花々が色どりを添えていました。
　池田小学校に新しい友達が増え、児童のみなさんは今まで以上に楽し
い学校生活を過ごしていくことでしょう。

池田小学校　入学式

ウォッチ表紙を

議会報編集委員会
委 員 長　　久本　晃 副委員長　　久保　勇太 委　　員　　浪瀨　亮祐・池田　行德・ 落司　道子

編集後記

ロシア軍のウクライナ侵攻により、肥料代の高騰が、
特に畜産農家や耕種農家の財政を一段と圧迫して

いる。他の業種においても材料代の値上がりは、人件費
等への影響もあり本当に頭の痛い問題である。
　錦江町においても茶の値段が低迷中で子牛価格も、も
う少しという所だが、一方、台風や大雨による自然災害

から田畑の畔や家屋の安全を確保するのに気を遣う季節
となった。
　今後は気象情報に関心を持ち、警報が出されたら水は
けの見回りをするなど、万全の対策が望まれる。
　今年は、災害のない夏であって欲しいと願っている。

鹿児島県町村議会議長会　永年勤続表彰
議員として 15年以上
在職し、労のあった者
として川越裕子議員
が表彰されました。

◀川
かわ

越
ごえ

 裕
ゆう

子
こ

 議員
　（錦江町議員４期目）

議員として 25 年以上在職
し、功労のあった者として
水口孝俊議員が表彰されま
した。

◀水
みず

口
ぐち

 孝
たか

俊
とし

 議員

　　旧大根占町議員２期・
　　錦江町議員５期目

22きんこう議会だより 77号


